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平成１９年度福岡県保健環境関係試験研究外部評価報告書

１ はじめに

本評価委員会は 「福岡県保健環境研究所における試験研究の効率的･効果的な実施と活性化、

及び透明性の確保」を図るため、平成１４年１２月に設置されたものである。

今回、平成１９年度評価委員会を平成１９年１０月１０日に開催し、平成２０年度新規課題

、 。及び平成１８年度終了課題について評価するとともに 研究分野全般に対する意見を提出した

今回の評価結果･意見を参考に、福岡県保健環境研究所が「保健･環境行政を科学的･技術的

側面から支える中核機関」として、変化する時代の要請に的確に応えることを期待する。

２ 評価委員会の評価結果

平成２０年度新規課題(1)

７課題（保健関係４課題，環境関係３課題）について評価し、意見を提出した。

主な意見は次のとおりである。

（保健関係）

課題名 研究期間 主な意見

これまで原因不明となっていた 食中毒の原因究明及び防止に役立つもH20-22

食中毒細菌の検査方法、特に希少 のとして評価できる。県民だけでなく国

カンピロバクターの検出方法の検 民にとって有益な研究である。

討 検査費用の削減だけでなく、検査スピ

ードアップの効果が大きい。

県内に生息するダニ類の病原体 診断を誤れば、致死的になる病原体なH20

保有状況に関する研究 ので重要な研究課題と考える。

調査地域の選定、捕獲する野ネズミの

サンプル数など、調査データとして意味

あるものにするための注意が必要。

、 、福岡県における健康危機に対応 健康危機対策上 試験検査機能の強化H20-21

するための試験検査機能強化に関 特にその迅速性は重要である。

する研究 海外からの輸入食品の安全性に県民の

、 、関心も高くなっており 緊急性があるが

県としての独創性を明確にしてもらいた

い。



臭素系ダイオキシン類等新たな 塩素系ダイオキシンと同様な毒性が予H20-22

有機ハロゲン化合物による食品汚 想される臭素系ダイオキシン類を高精度

染調査 で検出できる方法を確立することは、喫

、 。緊のテーマであり 急いでいただきたい

食の安全のため、十分な研究を行って

いただきたい。

（環境関係）

課題名 研究期間 主な意見

福岡県における広域汚染に関す 近年、新たに問題となっている現象でH20-21

る研究 －煙霧及びオキシダントを あり、早期に解明していただきたい。

、中心として－ 近隣大陸からの影響が懸念されており

長期展望と広域調査のネットワーク化を

図っていただきたい。

高活性炭素繊維を用いた大気浄 福岡県内で自動車産業が厚みを増してH20-22

化技術の実用化、応用研究 おり、それに伴って大気浄化の実証研究

も活発化することも考えられる。

コストの問題を解決して、早期実用化

が図られるよう期待する。

循環資源有効利用技術の開発及 焼却残渣の再利用促進は重要である。H20-21

びリサイクル資源の環境安全性に 焼却灰からの塩素除去を低コストで行

関する研究 －焼却灰からの塩素除 うことができれば、環境保全のための意

去技術に関する研究－ 義は大きい。

脱塩後の水処理コスト及び脱塩レベル

を明確にし、トータルコストの評価も含

めての検討が重要である。

(2) 平成１８年度終了課題

６課題（保健関係２課題、環境関係４課題）について評価し、意見を提出した。

主な意見は次のとおりである。

（保健関係）

課題名 研究期間 主な意見

ウイルス性食中毒検査法の開発 公定法よりも高感度のノロウイルスのH17-18

検査法を見いだし、既に行政検査に使用

していることは高く評価できる。

本成果を食品からの検出方法の確立へ

と発展させていただきたい。

ダイオキシン類のヒト健康影響 油症患者認定の基礎資料として、既にH16-18

に関する調査研究 －油症患者ダイ 活用されており、学会での発表も活発に

オキシン類追跡調査を中心として 行われている。

－ ダイオキシン類による健康被害につい

て、世界的にも役立ていただきたい。



（環境関係）

課題名 研究期間 主な意見

ダイオキシン類データベースの 安価な研究コストで、将来につながるH15-18

構築と解析及び簡易分析法開発へ 大きな成果（データベース構築）を得て

の応用 いる。

データベース化という地味な課題では

あるが、今後のダイオキシン対策に役立

つものと思われる。

北部九州における黄砂の影響に 大気汚染物質の長距離移流の解析は重H15-18

。 。関する研究 －春季における高 要である 経時的観察が重要と思われるSPM
現象との関連について－ 発生源対策を含め、わが国、特に福岡

県にとって積極的に続けるべき課題と考

える。

有明海に対する陸域からの汚濁 有明海の再生は、諫早湾干拓等の問題H16-18

物質解析とその挙動に関する研究 もあり、汚染物質の解析が急がれるとこ

。 、ろである 次に研究の機会があった際は

課題を共有する有明海沿岸地域との連携

を図って共同研究に取り組んでいただき

たい。

廃棄物処分場の管理手法に関す 廃棄物処分場の安全管理に関する新しH16-18

る研究 い手法の確立は、有意義である。

実態調査のほか、改善対策を行った処

分場への応用性及び効果等も明確にして

いただきたい。



(3) その他（各研究分野全般について）

保健環境研究所において実施されている９研究分野に関し意見を提出した。

その概要は次のとおりである。

分 野 主な意見

感染症の発生拡大防止及び食 社会的な要請に的確に対応したテーマが取り上げ

品の安全性確保に関する研究 られ、その研究成果が具体的に活用されていること

保 は、高く評価される。

ダイオキシン類、有害化学物 科学的なデータとなるように、長期にわたり継続

健 質による健康被害の防止とその されていることはすばらしい。

対策に関する研究 継続的な関連研究への取組と、これまでの成果の

関 広域的な活用が望まれる。

地域保健情報の解析、評価及 データベースの構築は、将来の研究に役立つため、

係 び活用に関する研究 今後は、メンテナンスにも十分配慮する必要がある。

俯瞰的な見方からの検討が欠かせない。

ダイオキシン類、有害化学物 簡易分析法が確立されると、環境中の動態を改め

質による環境汚染の防止とその て把握することが望まれる。

対策に関する研究 的確な環境汚染防止対策に有効に活かされること

が望まれる。

大気環境の保全に関する研究 一般県民がとても関心を持っている分野であり、

分かりやすく研究成果を広報することが望まれる。

環 福岡県にとどまらず、周辺国との連携を深め、研

究を続けていただきたい。

水環境の保全に関する研究 生物保全のための水質に関する研究も今後の課題

境 と思われる。

閉鎖性海域や河川の上流・下流の問題など、研究

エリアが広域的で県境を越える場合もあるので、積

関 極的に共同研究体制を模索していただきたい。

廃棄物の適正処理と有効利用 廃棄物の適正処理、リサイクルに加え、減量化研

に関する研究 究も望まれる。

係 産業界との協力も考慮していただきたい。

自然環境と生物多様性の保全 レッドデータブックが一般県民にも関心を持たれ

に関する研究 ており、福岡県内の貴重な生物群の研究に努めるこ

とは、大いに意義がある。

理学的要因による環境影響と 生活環境を脅かしている多くの理学的要因につい

その対策に関する研究 ても、影響実態の把握とそのための対策を検討する

ことは大事なことである。出来れば、テーマとして

起こす必要があると思われる。
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平成２０年３月３１日

平成１９年度外部評価結果を受けて

福岡県保健環境研究所 所長 吉村 健清

１ はじめに

平成 年 月 日に開催された「福岡県保健環境関係試験研究外部評価委員19 10 10

会（会長：井上 尚英 九州大学大学院名誉教授 」において調査研究課題の評価が）
いのうえ なおひで

行われ、その結果が「平成 年度福岡県保健環境関係試験研究外部評価報告書」19

として提出されました。

この報告書では、各研究課題に対する評価結果とともに、その他（各研究分野全

般）について、数多くの貴重な御指摘・御助言をいただいております。

保健環境研究所としましては、今後これらの御指摘・御助言を業務遂行に十分に

反映させ 「保健・環境行政を科学的・技術的側面から支える中核機関」として、、

その役割を果たせるよう努力していきます。

２ 保健環境研究所における対応

平成 年度新規課題（７課題）及び平成 年度終了課題（６課題）について評20 18

価していただきました。これらの評価結果については、各研究代表者（グループ）

に還元し、今後の研究活動の改善、研究計画の調整･見直しなどに活用してまいり

ます。

、 、また 委員会からいただいた研究分野全般に関する貴重な御意見につきましても

調査研究業務を活性化させるために参考にさせていただきます。

なお、委員会からいただいた主な御意見につきましては、別表１及び２のとおり

取り組んでまいります。

今後とも、委員会の指摘・助言を踏まえ、調査研究などの研究所業務の積極的な

展開を図ります。
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安
全

の
た

め
、

十
分

な
研

究
を

行
っ

て
い

た
質

に
よ

る
汚

染
の

実
態

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
、

リ
ス

ク
係

だ
き

た
い

。
評

価
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

福
岡

県
に

お
け

る
広

域
汚

染
に

関
近

年
新

た
に

問
題

と
な

っ
て

い
る

現
象

で
あ

り
九

州
各

県
の

環
境

研
究

所
と

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
に

し
て

、
、

す
る

研
究

－
煙

霧
及

び
オ

キ
シ

早
期

に
解

明
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

お
り

、
さ

ら
に

実
測

で
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

と
大

学
の

シ
ミ

ュ
レ

環
ダ

ン
ト

を
中

心
と

し
て

－
近

隣
大

陸
か

ら
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

お
り

、
長

ー
シ

ョ
ン

と
の

比
較

を
行

う
こ

と
で

広
域

汚
染

実
態

の
よ

り
詳

（
）

期
展

望
と

広
域

調
査

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
図

っ
て

細
な

把
握

に
努

め
ま

す
。

H
2
0
-
2
1

境
い

た
だ

き
た

い
。

実
態

調
査

で
現

状
を

把
握

し
た

後
、

発
生

源
、

発
生

メ
カ

ニ

ズ
ム

を
解

明
す

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
ま

す
。

関

高
活

性
炭

素
繊

維
を

用
い

た
大

気
福

岡
県

内
で

自
動

車
産

業
が

厚
み

を
増

し
て

お
道

路
沿

道
の

フ
ェ

ン
ス

と
し

て
高

活
性

炭
素

繊
維

を
利

用
す

係
浄

化
技

術
の

実
用

化
、

応
用

研
究

り
、

そ
れ

に
伴

っ
て

大
気

浄
化

の
実

証
研

究
も

活
発

る
場

合
，

窒
素

酸
化

物
は

高
活

性
炭

素
繊

維
に

捕
捉

さ
れ

て
硝

（
）

化
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

酸
と

し
て

固
定

さ
れ

、
再

生
可

能
で

あ
り

ま
す

。
当

シ
ス

テ
ム

H
2
0
-
2
2

コ
ス

ト
の

問
題

を
解

決
し

て
、

早
期

実
用

化
が

図
は

現
在

、
各

地
で

施
工

及
び

検
討

が
さ

れ
て

お
り

、
実

用
化

が

ら
れ

る
よ

う
期

待
す

る
。

図
ら

れ
る

よ
う

研
究

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。



平
成

年
度

新
規

課
題

名
20

主
な

意
見

保
健

環
境

研
究

所
に

お
け

る
対

応
（

研
究

期
間

）

循
環

資
源

有
効

利
用

技
術

の
開

発
焼

却
残

渣
の

再
利

用
促

進
は

重
要

で
あ

る
。

焼
却

灰
か

ら
塩

分
除

去
に

関
す

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て

環
及

び
リ

サ
イ

ク
ル

資
源

の
環

境
安

焼
却

灰
か

ら
の

脱
塩

除
去

を
低

コ
ス

ト
で

行
う

こ
は

、
詳

し
く

検
討

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

境
全

性
に

関
す

る
研

究
－

焼
却

灰
と

が
で

き
れ

ば
、

環
境

保
全

の
た

め
の

意
義

は
大

き
脱

塩
後

の
水

処
理

コ
ス

ト
を

含
め

た
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

を
抑

関
か

ら
の

塩
素

除
去

技
術

に
関

す
る

い
。

え
る

た
め

、
コ

ン
ポ

ス
ト

使
用

量
の

低
減

化
を

図
り

ま
す

。

係
研

究
－

（
）

脱
塩

後
の

水
処

理
コ

ス
ト

及
び

脱
塩

レ
ベ

ル
を

明
除

去
さ

れ
た

塩
類

の
処

理
・

処
分

に
関

し
ま

し
て

は
、

極
め

H
2
0
-
2
1

確
に

し
、

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
の

評
価

も
含

め
て

の
検

て
重

要
な

課
題

で
す

の
で

、
こ

の
こ

と
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

討
が

重
要

で
あ

る
。

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。



別
表

２
平

成
1
8
年

度
終

了
研

究
課

題
に
対

す
る
委

員
会

の
意

見
（
抜

粋
）
と
そ
の

対
応

平
成

年
度

終
了

課
題

名
18

主
な

意
見

保
健

環
境

研
究

所
に

お
け

る
対

応
（

研
究

期
間

）

ウ
イ

ル
ス

性
食

中
毒

検
査

法
の

開
公

定
法

よ
り

も
高

感
度

な
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
の

検
査

今
後

と
も

、
最

新
の

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

食
中

毒

発
（

）
法

を
見

い
だ

し
、

既
に

行
政

検
査

に
使

用
し

て
い

る
の

原
因

食
品

と
疑

わ
れ

る
も

の
か

ら
の

検
出

に
つ

い
て

も
継

続
H
1
7
-
1
8

保
こ

と
は

高
く

評
価

で
き

る
。

し
て

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

本
成

果
を

食
品

か
ら

の
検

出
方

法
の

確
立

へ
と

発

健
展

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
。

関
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

の
ヒ

ト
健

康
影

油
症

患
者

認
定

の
基

礎
資

料
と

し
て

、
既

に
活

用
今

後
と

も
継

続
し

て
研

究
成

果
の

取
り

ま
と

め
及

び
発

信
に

響
に

関
す

る
調

査
研

究
－

油
症

さ
れ

て
お

り
、

学
会

で
の

発
表

も
活

発
に

行
わ

れ
て

努
め

ま
す

。

係
患

者
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

追
跡

調
査

い
る

。

を
中

心
と

し
て

－
（

）
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

に
よ

る
健

康
被

害
に

つ
い

て
、

H
1
6
-
1
8

世
界

的
に

も
役

立
て

て
い

た
だ

き
た

い
。

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
安

価
な

研
究

コ
ス

ト
で

、
将

来
に

つ
な

が
る

大
き

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
デ

ー
タ

の
集

積
を

進

の
構

築
と

解
析

及
び

簡
易

分
析

法
な

成
果

（
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
構

築
）

を
得

て
い

る
。

め
汚

染
解

析
及

び
行

政
施

策
に

貢
献

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

維
持

環
開

発
へ

の
応

用
（

）
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

と
い

う
地

味
な

課
題

で
は

あ
る

す
る

こ
と

を
考

え
て

お
り

ま
す

。
H
1
5
-
1
8

が
、

今
後

の
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
対

策
に

役
立

つ
も

の
と

今
後

、
実

用
的

な
方

法
を

確
立

す
る

た
め

実
証

試
験

を
含

め

境
思

わ
れ

る
。

た
種

々
の

検
討

を
継

続
す

る
こ

と
を

考
え

て
お

り
ま

す
。

関
北

部
九

州
に

お
け

る
黄

砂
の

影
響

大
気

汚
染

物
質

の
長

距
離

移
流

の
解

析
は

重
要

で
平

成
～

年
に

お
い

て
、

オ
キ

シ
ダ

ン
ト

高
濃

度
と

黄
18

19
に

関
す

る
研

究
－

春
季

に
お

け
あ

る
。

経
時

的
観

察
が

重
要

と
思

わ
れ

る
。

砂
が

同
時

に
観

測
さ

れ
る

こ
と

が
た

び
た

び
あ

り
、

こ
れ

ら
は

係
る

高
現

象
と

の
関

連
に

つ
い

発
生

源
対

策
を

含
め

、
わ

が
国

、
特

に
福

岡
県

に
大

気
汚

染
物

質
の

長
距

離
移

送
と

い
う

観
点

で
捉

え
て

い
か

な
SP

M
て

－
（

）
と

っ
て

積
極

的
に

続
け

る
べ

き
課

題
と

考
え

る
。

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

H
1
5
-
1
8

黄
砂

問
題

は
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
と

も
継

続
し

て

調
査

研
究

を
続

け
て

い
き

ま
す

。



平
成

年
度

終
了

課
題

名
18

主
な

意
見

保
健

環
境

研
究

所
に

お
け

る
対

応
（

研
究

期
間

）

有
明

海
に

対
す

る
陸

域
か

ら
の

汚
有

明
海

の
再

生
は

、
諫

早
湾

干
拓

等
の

問
題

も
あ

有
明

海
沿

岸
地

域
で

連
携

を
図

っ
て

共
同

研
究

に
取

り
組

む

濁
物

質
解

析
と

そ
の

挙
動

に
関

す
り

汚
染

物
質

の
解

析
が

急
が

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
今

後
可

能
な

こ
と

か
ら

対
応

し
て

い
き

た
い

、
。

環
る

研
究

（
）

次
に

研
究

の
機

会
が

あ
っ

た
際

は
、

課
題

を
共

有
す

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
H
1
6
-
1
8

る
有

明
海

沿
岸

地
域

と
の

連
携

を
図

っ
て

共
同

研
究

境
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

関
廃

棄
物

処
分

場
の

管
理

手
法

に
関

廃
棄

物
処

分
場

の
安

全
管

理
に

関
す

る
新

し
い

手
ご

助
言

い
た

だ
き

ま
し

た
点

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
研

す
る

研
究

（
）

法
の

確
立

は
、

有
意

義
で

あ
る

。
究

に
反

映
さ

せ
て

い
き

ま
す

。
H
1
6
-
1
8

係
実

態
調

査
の

ほ
か

、
改

善
対

策
を

行
っ

た
処

分
場

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

行
政

と
の

連
携

を
保

ち
、

最
終

処
分

場

へ
の

応
用

性
及

び
効

果
等

も
明

確
に

し
て

い
た

だ
き

の
環

境
汚

染
防

止
に

努
め

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

た
い

。
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